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近年，わが国の若い女性に，エネルギーや各種栄養素の
摂取量が必要量を下回る者や，朝食を欠食する者が多くみ
られる1）。妊娠期における栄養摂取状態が児の発育や予後
に影響するだけでなく，児の成長後にも影響することが明
らかになってきている2）。微量栄養素の葉酸欠乏における
胎児の神経管閉鎖障害は，受胎後およそ 28 日で閉鎖する
神経管の形成異常であり，臨床的には無脳症，二分脊椎，
髄膜瘤などがある3）。妊娠期においては，神経管閉鎖障害
発症リスク低減のために適正摂取が推奨されている葉酸に
ついても十分な摂取量（440μg/日）は確保されていない4）

上，葉酸の供給源のひとつである緑黄色野菜についても十
分に摂取されていない。神経管閉鎖障害の発症率が上昇し
た 2003 年度は，20 歳代～30 歳代の女性の野菜摂取量平
均は 242.7 g であり，うち緑黄色野菜の摂取量平均は
78.5 g である。2010 年度の 20～30 歳代女性の野菜摂取量
平均は 233.2 g であり，うち緑黄色野菜の摂取量平均は
70.4 g である。７年間における野菜，緑黄色野菜の摂取量
はほとんど変わらない1）。イギリス医科学研究所ビタミン
研究グループは 1983～1991 年の 8年間にわたる研究の結
果，１日に 4 mg の葉酸投与で神経管閉鎖障害の 72％は
予防可能であることを立証し，1991 年に報告している5）。
しかし，葉酸の摂取は，胎児神経管発生障害の予防の点で
注目されているが，わが国では一般女性の葉酸摂取につい
ての意識は非常に低いのが現状である6）。妊娠前後に葉酸
摂取が不足すると，胎児の神経管閉鎖障害の発症リスクが

高くなることが危惧される3）。葉酸について，第六次改定
日本人の栄養所要量で初めて葉酸摂取基準が定められた。
葉酸所要量は，成人で 200μg，妊婦付加量 200μgである7）。
また，日本人の食事摂取基準（2005 年版・2010 年版）に
おける葉酸推奨量は 240μg/日，妊婦付加量 240μg/日で
ある。
そこで本研究では，神戸市内の某産婦人科に通院してい
た，妊娠から出産までの妊婦 28 名を対象に，妊娠初期
（16 週未満）・中期（16～28 週未満）・末期（28 週以降）
における血液中・血液生化学検査の葉酸量を測定した。ま
た，通常行われている妊娠中の定期検診（妊娠初期・中
期・末期）にあわせて採血と食物摂取頻度調査をした。ま
た，葉酸摂取量およびエネルギー・タンパク・緑黄色野菜
の摂取量について検討した。

実験方法

１．対象者
対象者は，妊娠から出産までの妊婦 28 名（うち，妊娠
初期 28 名・妊娠中期 21 名・妊娠末期 4名）であり，年齢
平均 31.6±4.2 歳である。妊娠期間ごとに，同一の妊婦で
調査した。但し，離脱もあり妊娠初期 28 名，中期 21 名，
末期 4名となった。内訳は，初産婦は 16 名（妊娠初期 16
名，中期 13 名，末期 1名），平均年齢 30.6±4.6 歳。経産
婦は 12 名（妊娠初期 12 名，中期 8名，末期 3名），平均
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年齢 33.0±3.1 歳である。調査期間は，2008 年 2 月～
2009 年 2 月に実施した。妊娠中の定期検診（妊娠初期・
中期・末期）にあわせて採血と食物摂取頻度調査（FFQ）
をした。被験者には，医師による「妊産婦における微量栄
養素の必要量についての栄養疫学」の研究内容と離脱でき
る自由意志が保障されているについて，インフォームドコ
ンセントを行い，同意を得た。

２．食物頻度摂取調査
葉酸の摂取量を把握するために食物摂取頻度調査（FFQ）
を用いて，半定量食物摂取頻度調査を行った。半定量食物
摂取頻度調査は，最近の 1-2 ヵ月程度のうち１週間を単
位として，食物摂取量（portion size）と摂取頻度（food 
frequency）から食品群摂取量・栄養素摂取量を推定する
ことができる。被験者の葉酸およびエネルギー摂取量は，
1日あたりとして摂取量を表記した。調査は，妊娠中の定
期検診（妊娠初期・中期・末期）にあわせて食物摂取頻度
調査を 3回実施した。食物摂取頻度調査は，自己記入方式
とした。

３．葉酸測定方法
血中の葉酸分析は定量用菌として，乳酸菌（Lactobacillus 
rhamnosus NBRC No.3425）を用いた。

４．統計学的解析
妊娠期間（妊娠初期・中期・末期）ごとに，同一の対象
者で平均値を求めて。データの集計・解析には，エクセル
統計（マイクロソフト㈱，東京），SPSS for Windows 
13.0J，二元配置分散分析を用いた。分析値は，すべて平
均値±標準偏差（SD）で示した。

結果と考察

血清葉酸値について，基準値は 0.45～3 ng/mL である。
血中葉酸平均値は，妊娠初期 0.29 ng/mL，中期 1.09 ng/mL，
末期 0.92 ng/mL であった。基準値と比較すると，基準下
限値に近い傾向がみられた。妊娠初期から中期にかけて高
くなる傾向がみられ，妊娠初期と中期に有意差（p＜0.05）
が認められた。
Fig. 1 は，初産婦と経産婦における血清葉酸値をまとめ
たものである。初産婦は妊娠初期 0.25±0.1 ng/mL，中期
1.12±0.67 ng/mL，末期 0.96 ng/mL であった。初期と中
期に有意差（p＜0.05）が認められた。経産婦は妊娠初期
0.33±0.05 ng/mL，中期 1.03±0.71 ng/mL，末期 0.90±
0.07 ng/mL であった。初期と中期に有意差（p＜0.05）が
認められた。初産婦，経産婦ともに妊娠初期から中期にか
けて高くなる傾向がみられた。
食物摂取頻度調査における葉酸摂取量は，妊娠初期
229.1μg，中期 217.2μg，末期 258.8μgであり，摂取量平均
は 235±78.3μg であった。日本人の食事摂取基準〔2010

年版〕推定平均必要量 400μgと比較すると，58.7%と摂取
量は少ない。
Fig. 2 は，初産婦と経産婦における葉酸摂取量をまとめ
たものである。初産婦は妊娠初期 224μg，中期 203μg，
末期 174μg であった。必要量と比較すると，妊娠初期
－176μg，中期－197μg，末期－226μgと初期に比べ中期，
末期に摂取量は少ない。経産婦は妊娠初期 234μg，中期
244μg，末期 228μg であった。必要量と比較すると，妊
娠初期－166μg，中期－156μg，末期－172μgと摂取量は
少ない。
エネルギー摂取量について，エネルギー推定必要量は，日
本人の食事摂取基準〔2010年版〕成人女性（18～29歳，30
～49歳），身体活動レベルⅡで算出し，妊娠初期2,075 kcal
（付加量 50 kcal），中期 2,225 kcal（付加量 250 kcal），末期
2,425 kcal（付加量 450 kcal）である。エネルギー摂取量は，
妊娠初期 1,739 kcal，中期 1,692 kcal，末期 1,998 kcal であり，
摂取量平均は 1,809±487 kcal であった。エネルギー推定必
要量と比較すると，妊娠初期－336 kcal，中期－533 kcal，末
期－427 kcal と摂取量は少ない。
Fig. 3 は，初産婦と経産婦におけるエネルギー摂取量を
まとめたものである。初産婦は妊娠初期 1,774 kcal，中期
1,609 kcal，末期 1,806 kcal であった。必要量と比較すると，
妊娠初期－301 kcal，中期－616 kcal，末期－619 kcal と摂取
量は少ない。経産婦は妊娠初期1,731 kcal，中期 1,857 kcal，
末期 1,957 kcal であり，必要量と比較すると，妊娠初期－
344 kcal，中期－368 kcal，末期－468 kcal と摂取量は少ない。
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Fig. 1   The diff erence of folate acid value level between primipara 
and multipara.
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たんぱく質摂取量について，たんぱく質推奨量は，日本人
の食事摂取基準〔2010 年版〕成人女性（18～49 歳）50 g/日
である。推奨量は，妊娠初期 50 g，中期 55 g（付加量 5 g），
末期 75 g（付加量 25 g）である。たんぱく質摂取量は妊娠
初期 59 g/日，中期 56.5 g/日，末期 71.6 g/日であり，摂
取量平均は 62.4±18.7 g/日であった。たんぱく質推奨量
と比較すると，妊娠初期＋9 g/日，中期＋1.5 g/日，末期
－3.4 g/日と末期に摂取量は少ない。初産婦と経産婦につ
いて，初産婦は妊娠初期 59 g，中期 52 g，末期 63 g で
あった。推奨量と比較すると，妊娠初期＋9 g，中期－3 g，
末期－12 g である。経産婦は妊娠初期 58 g，中期 64 g，
末期 61 g であった。推奨量と比較すると，妊娠初期＋8 g，
中期＋9 g，末期－14 g である。初産婦，経産婦ともに末
期に摂取量は少ない。
緑黄色野菜摂取量について，緑黄色野菜摂取量は，「健
康日本 21」に挙げられている緑黄色野菜の１日摂取量
120 g を基準値とした。１日の摂取量は，妊娠初期 66 g，
中期 60 g，末期 77 g であり，摂取量平均は 67±34.7 g で
あった。基準値と比較すると，妊娠初期－54 g，中期
－60 g，末期－43 g と摂取量は少ない。

結　論

妊娠期における血清葉酸値について，妊娠初期0.29 ng/mL，
中期 1.09 ng/mL，末期 0.92 ng/mLであり，基準値 0.45～
3 ng/mL と比較すると，基準下限値に近い傾向がみられ
た。妊娠初期から中期にかけて高くなる傾向がみられ，妊
娠初期と中期に有意差（p＜0.05）が認められた。血清葉
酸値について，葉酸摂取量の多い妊婦と少ない妊婦を比較
すると，葉酸摂取量の多い妊婦は，妊娠初期 307μg，中
期 309μg，末期 496μgであり，血清葉酸値は，妊娠初期
0.52 ng/ml，中期 0.61 ng/ml，末期 0.99 ng/ml であった。
葉酸摂取量の少ない妊婦は，妊娠初期 214μg，中期
194μg，末期 174μg であり，血清葉酸値は，妊娠初期
0.16 ng/ml，中期 0.80 ng/ml，末期 0.96 ng/ml であった。
妊娠初期に葉酸摂取量が多いと血清葉酸値の増加がみられ
た。妊娠期間における葉酸摂取量平均は 235.0±78.3μgで
あり，必要量 400μgと比較すると，摂取量は少ない。緑

黄色野菜摂取量について，摂取量平均は 67±34.7 g であ
り，国民健康栄養調査の１日摂取量 120 g と比較すると，
摂取量は少ない。2003 年度の 78.5 g，2010 年度の 70.4 g
と比較すると，摂取量は少ない。エネルギー摂取量につい
て，摂取量平均は 1,809±487 kcal であり，エネルギー推
定必要量の摂取量平均 2,075 kcal，中期 2,225 kcal，末期
2,425 kcal と比較すると，推定必要量 1,975 kcal に至って
いない。たんぱく質摂取量について，摂取量平均は 62.4
±18.7 g/日であり，たんぱく質推奨量（妊娠初期 50 g/日，
中期 55 g/ 日，末期 75 g/日）と比較すると，末期以外は
充足されている。これらは，血清葉酸値が低値の要因のひ
とつに考えられる。アメリカ CDCは，成人の葉酸所要量
を 1日 0.4 mg と勧告している8）。また，日本でも平成 12
年 12 月に厚生省より「神経管閉鎖障害の発症リスク低減
のための妊娠可能な年齢の女性等に対する葉酸の摂取に係
わる適切な情報提供の推進について」という通達がある。
いわゆる栄養補助食品から 1日 0.4 mg の葉酸を摂取すれ
ば神経管閉鎖障害の発症リスクが集団としてみた場合に低
減することが期待できるので旨情報提供を行うとある。日
本における妊婦および妊娠可能年齢女性における葉酸摂取
量の調査によると，1日 0.4 mg という葉酸所要量を充分
に満たしていないという報告がある9-11）。血清葉酸値を増
加させるには葉酸摂取量を推定平均必要量 400μgを目標
に摂取していく必要がある。妊娠を計画している女性は，
妊娠前から積極的に葉酸を含め，エネルギー，緑黄色野菜
など微量栄養素必要性について意識を高めていく必要があ
ると考える。
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